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●農業大学校の連携 [幹事県 長崎県] ※「九州農業大学(仮称)構想」は福岡県が担当 

[目的] 

九州全体で優れた農業者を育成するため、魅力ある農業大学校の強化に向けた連携と運営母体及び施設

の連合のあり方に向けた課題の整理・検討を行うとともに、高い「経営力」と「技術力」を備えた農業従

事者の育成に向けた「九州農業大学(仮称)構想」について研究する。 

[取組内容] 

九州・山口地域の農大教育の充実と農大の効率的運営を目指し、農業大学校の連携(協力)及び将来に向

けての連合のあり方について検討 

→(追加) 「九州農業大学(仮称)構想」についても検討 

[主な取組状況(知事会議での報告状況等)] 

○平成16年10月 第124回九州地方知事会議 

・麻生会長の提案に基づき、長崎県を中心に試験研究機関等連携方策(機能連合)について検討を決定 

○平成17年６月 第125回九州地方知事会議 

・「連携のあり方」は①特定作目の学科・コースへの学生の相互受入、②職員・講師陣の共有化、③単位互換

制度の導入、④農家研修の相互受入、⑤入試問題の共同作成の５項目、「連合及び施設統一の方向性」は 

①施設・運営母体を統合、②既存施設を利活用して運営母体のみを統合、③既存施設を利活用して複数県で

運営母体を統合、④既存施設を利活用して研究課程を統合の４ケースについて検討することを決定 

○平成17年10月 第126回九州地方知事会議 

・取組状況を報告 

[養成課程(２年制・高等学校卒業者等が対象)における「連携事業」]  

①学生の相互受入(平成19年度入学生から相互受入を開始) 

②職員・講師陣の共有化(外部講師のリスト化、授業参観方式による研修を平成18年度から実施) 

③集中講座の実施・単位互換制度の導入(夏休みを利用した集中講義等での相互受入を検討) 

④農家研修の相互受入(相互受入に係る基本要領(作物、実施時期等)を作成、平成18年度から実施) 

⑤入試問題の共同作成(就農意欲のある学生確保の視点から有効な手法ではないため断念) 

[研究課程(２年制・養成課程卒業者等が対象、長崎・大分・宮崎・鹿児島のみ設置)の「連合事業」] 

施設・運営母体の統合について、一定の方向性をまとめる方向で検討 

○平成18年６月 第127回九州地方知事会議 

・取組状況を報告 

[連携事業]  

①学生の相互受入(相互受入の実施をホームページへの掲載やチラシ配布により周知) 

②職員・講師陣の共有化(外部講師リストの作成、授業参観方式による研修会を開催) 

③集中講座の実施・単位互換制度の導入(集中講義等での単位互換について検討) 

④農家研修の相互受入(秋から学生の希望や受入農家の打診に着手) 

[連合事業] 

既設４県の将来的な組織統合、未設置県の学生派遣・研修受入等の協力を推進するため、的確な現状分

析の下、教育理念・方針等の統一や運営方法等を検討 

○平成18年７月４日 連携事業の推進要領を策定(平成19年３月14日改訂) 

○平成18年10月 第128回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

 ・取組状況を報告 

○平成19年３月22日 機能統合のための推進要領を策定 

○平成19年５月 第129回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

 ・取組状況を報告 

※従前の取組に加え「九州農業大学(仮称)構想」についても検討するよう指示あり 
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○平成19年10月 第130回九州地方知事会議 

・取組状況を報告(連携事業は検証を行いつつ取組を更に強化、連合事業は機能統合に取り組みながら教育

計画や学生のニーズ、費用負担等を具体的に研究、平成20年度を目途に将来像をとりまとめ、九州農業

大学(仮称)構想は現在の連携・連合事業の延長線上にあるものとして、これらの検討をさらに充実させ

る中でその理念、育成すべき人材像、教育制度の方向等について研究) 

○平成20年５月 第131回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

 ・取組状況を報告 

○平成20年10月 第132回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

・取組状況を報告(連合事業について、既設４県のうち長崎・大分両県が将来的に研究課程を廃止する意向

であることを報告) 

○平成21年６月 第133回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

・取組状況を報告(連合事業について、宮崎県が研究課程の廃止を決定したため、唯一研究課程が存続する

鹿児島県での実施に向けた検討を進めていくこと、「九州農業大学(仮称)構想」について、①設立主体、

②実施・運営主体、③設立方法の具体的な内容を農業大学校の連携・連合事業を充実させる中で引き続

き研究していくことを報告) 

○平成21年10月 第134回九州地方知事会議 

 ・取組状況を報告(連合事業について、研究課程への進学希望者の減少や非設置県からの進学者がほとんど

見込めないこと、鹿児島県を除く３県が研究課程を廃止予定であること、代替施設等の整備が進み養成

課程卒業後の進路が多様化していること等から統合を見送り、九州農業大学(仮称)構想について、各県

とも地域特性を踏まえた教育を実施しており、早急な調整は困難なため検討は当面休止) 

※以上の取組により所期の目的を達成と報告したが、九州農業大学(仮称)構想について、１年間検討を継

続するよう指示あり 

○平成22年５月 第135回九州地方知事会議(ペーパー報告) 

 ・取組状況を報告 

○平成22年10月 第136回九州地方知事会議 

 ・取組の成果を報告(九州農業大学(仮称)構想について、各県担当者によるワーキンググループで①設立主

体・実施運営主体、②設置方法、③教育内容を研究した結果、大学創設に向けた早急な調整は困難) 

[検討結果] 

・各県が独自の農業振興施策に基づいた教育を行う農業大学校を抜本的に見直した上での大学創設に

向けた早急な調整は困難であり、さらに近年農業大学校の定員充足率は 120％に達し就農率は 50％

を維持していることを踏まえ、連携事業を継続するとともに、地域特性を踏まえた教育を充実させ

ることで九州全体として実践力のある経営者の育成を推進するものとし、本構想の研究は終了 

※以上の取組により所期の目的を達成 

○平成24年10月 あり方研幹事会から活性化に向けた意見を通知 

・『より一層魅力的な農業大学校づくりに向け、新たな各県連携の可能性(例えば栄養学部を持つ大学

や企業等との連携による「食と農に通じた人材育成」や「経営感覚に優れた就農者の育成」、就農支

援のための「各県合同の会社説明会」等)について検討を進め、取組の拡充を』 
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[成果] 

①研究課程の「連合事業」の検討 

研究課程の既設４県(長崎･大分･宮崎･鹿児島)の統合を目標に取り組んだが、研究課程への進学希望者

の減少や非設置県からの進学者がほとんど見込めないこと、鹿児島県を除く３県が研究課程を廃止予定

であること、代替施設等の整備が進み養成課程卒業後の進路が多様化していること等から統合を見送り 

②九州農業大学(仮称)構想の検討 

各県が独自の農業振興施策に基づいた教育を行う農業大学校を抜本的に見直した上での大学創設に向

けた早急な調整は困難であり、さらに近年農業大学校の定員充足率は120％に達し就農率は50％を維持し

ていることを踏まえ、養成課程における「連携事業」を継続するとともに、地域特性を踏まえた教育を充

実させることで九州全体として実践力のある経営者の育成を推進するものとし、本構想の研究は終了 

③養成課程における「連携事業」の実施 

九州農業大学校協議会による「経営力養成講座」の開催（平成25年度～平成29年度） 

目 的 

九州各県の農業大学校における連携の一環として「経営感覚に優れた就農者の育成」という視点で

九州各県農業大学校学生を対象として本講座を開設することとする。 

実施主体 

主催  一般社団法人 アグリフュ－チャ－ジャパン   共催 九州地区農業大学校協議会     

 受講対象者 

     九州地区農業大学校協議会会員（８県）の学生 

研修内容 

（１）九州内で活躍する若手農業経営者による講義 

（２）大学教授等有識者による農業情勢及び学生への期待等についての講義 

（３）グループワーク（経営ビジョンの発表等） 

 

「農業経営力養成講座」参加者数 

年度 福岡県 佐賀県 大分県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 長崎県 合 計 

Ｈ２５ 5 5 5 0 4 6 0 13 38 

Ｈ２６ 5 5 5 5 3 5 0 11 39 

Ｈ２７ 5 5 4 5 6 5 2 8 40 

Ｈ２８ 3 1 7 6 5 5 0 9 36 

Ｈ２９ 8 5 3 3 5 5 2 11 42 

  ※平成30年度から「農業人材強化総合支援事業」の学生向け研修に移行。 

 

 

 ④九州各県における交流並びに情報交換会等の開催 

（１）「九州地区農業大学校プロジェクト・意見発表会」 

  目的：課題解決能力の向上や農業技術・経営管理能力の習得を図るとともに、学生相互の交流・親睦を

深め、優れた農業経営者等の育成に資する。 

年度 開催地 参加者数 発表課題数 

Ｈ３０ 熊本県 学生２４１人、職員５８人 プロジェクト発表１７課題、意見発表：８課題 

Ｒ元 福岡県 学生１７９人、職員４６人 プロジェクト発表１７課題、意見発表：８課題 

Ｒ２ 沖縄県 各県リモートによる参加 プロジェクト発表１７課題、意見発表：８課題 

※リモートによる発表、審査 

Ｒ３ 宮崎県 各県リモートによる参加 プロジェクト発表１７課題、意見発表：８課題 

※リモートによる発表、審査 

Ｒ４ 大分県 学生１０８人、職員４７人 プロジェクト発表１７課題、意見発表：８課題 
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（２）「九州地区農業大学校親善体育大会」 

  目的：九州地区の農業大学校が一堂に会し、各種スポーツ競技を通じて学生同士の親睦を深める。 

年度 開催地 参加者数 競技種目数 

Ｈ３０ 長崎県 学生６４６人、職員１０１人 軟式野球など全８競技 

Ｒ元 鹿児島県 学生６５６人、職員１２２人 軟式野球など全８競技 

Ｒ２ － コロナ禍により中止  

Ｒ３ － コロナ禍により中止 ※R3.12.18  佐賀県農業大学校において親

善野球大会を開催 

参加県：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大

分県 

Ｒ４ － コロナ禍により中止  

   

 

（３）「九州地区・西日本ブロック農業大学校部門別情報交換会 

   目的：九州および西日本ブロックの農業大学校の職員が部門ごとに情報交換を行い、より良い学生指

導および学校運営を目指す。 

年度 実 施 部 門（開催地） 

Ｈ３０ 教務(長崎)、野菜(大分)、果樹(福岡)、花き(鳥取)、畜産(熊本)、農業機械(長崎) 

Ｒ元 教務(福岡)、野菜(鳥取)、果樹(山口)、花き(熊本)、畜産(山口)、農業機械(大分) 

Ｒ２ 花き(徳島) その他はコロナ禍のため資料配布による情報交換 

Ｒ３ コロナ禍のため資料配布による情報交換 

Ｒ４ コロナ禍のため資料配布による情報交換 

 

 

[課題] 

特になし 

 

[今後の取組] 

  今後も引き続き学生が参加する「九州地区農業大学校プロジェクト・意見発表会」や「九州地区農業大学

校親善体育大会」等に加え、職員による部門別研修会等による情報交換をリモート方式も併用しながら実施

し、養成課程における連携活動を継続する。 

 

 

 


